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γ分の llj叫国型五稜郭(位i fr(i 議 86 号)

北海道 ii.1Ui ト資制調在所

長術史1'1 J え{~ Jl I 紫

:寸 鈴木守

はしがき

こ ))1ズJill品川明書は，昭和 361ドと 371Y.)) 2 年間にわたり，延約 100 H11\1 を背やして

行なった肝外l iI，~ Ii))結県を， とりまとめたも乃であるの

なお， ~If 外調布は， 苦?'fらのほかに，品ノ川町付 ;Ji を士肘繁雄刊でl両課長に， ij~ !rTllf

tfi;培地Hを凶作I 行官明研プt:~i故 Hに，それぞれ抑止?していただいたのまた，壬栄鉱IIIに

ついては市藤口之鉱床j山口町長，笠谷jlJ\lについては I: 来校{村山地買!悶古川北海近支

i9fiJ!.俊明技官 J)資料をいただいたっ

地賀川知告に人るに先だち，肝外調 A~に協)) ，されたかたがた，また町タト1調査のi主に

いろいろと{貯11:を計っていただいた耐館 rli役所乃 f宇佐にあっく忠 i到する円

I 位置および交通

i斗Ip出土， .1ヒ枠 41°40'~41 °50'，東任 14PO'~141015' 刀組問であリ， 亀田半島乃一

角を占めているの

行政[J')には， Iぇjill日;記 fJjj))~ヒ I国 iii; が亀凶昔\;亀[1-1町に，中央占fj;が I;副市 Iii に， 14f東部が亀

III 郡銭亀山ト!と lief↓二十!ノ〕官官If[こなっているつ

こ乃地J!r~J) 交通は， I立;(liHlli牟を III心にたJ主しており，海中根にそー〉て(j.1羽館一店、 111 J;

面Il l})) ， I叫 111~irtl 央部))汐 j白川にそハては刷出-!I Ii 日l1 ]]n ノ;スが通じている。また， [--<)

II品川北阿部にも i羽館 赤 11111 司乃ノ:スがかよっている勺こ乃ほか，乗物))問こそないが，

1<)11 1回全域に j丘路が制 rl iJ:にた j主しておリ，交通はひじよう l こ (l足利である。
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『
+
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この地域心地形は，そ日散にしたがって，I~JriJ面白西部ノ〕昨1%10m以下の地.t.ot 北
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法磨海峡 E

E

第 1 園地形区分間

東部の標I~ 300m以上の地域，およびこの両者にはさまれた標高 20m ，......， 200m の地岐

に 3 区分される。この 3 区分は，第 1 凶にしめすように，海岸線と斜交する方向で「行

状に配列し，市西部から北東部に向かつて， III兵に標 [d] が高くなっている。

次にこの 3 地域について，地域ごとにのベる。

標高 10m 以下の地域五段郭からぬノ川温泉を結ぶ線より l宥 f&IJ の地域である。

の地域は， さらに l相官自巾街地になっている標 l詰 10m の、 F坦地， 海岸にそった砂丘地

市，またが j川にそった低地帯に加分されるが，一般に，この地域は標高が低く， .t也形

の起伏に乏しし、凸

この地域は，地質からみると，第四紀 (I/lf 責ド tの地層によって構成されている凸なお，

現在，この地 j戎の大部分は itモ地として利用されている。

標高 20m~200m の地域 この地域は，かなり平坦な台地状の地形をしめしてい

るロこの地域をさらに細かくみると，標高 20 m~40 ill, 60m~ 120m , 200ill 前後と，

三つの階段状の平担両がば分される。この 3 平坦面のなかで，上位ほど，面の保存状

態が思し、。

なお，この 3 両は，高いほうから第 1 段丘，第 2 段丘，第 3 段丘と名付けたロそれ

-2-



ぞれ，第四紀洪積世l乃堆積物によって形成されている!面で、ある口また，第 2 段丘:と第

3El:正 Lは，民耕地として利用されている。

標高 300m 以上の地域北西部の笹流貯水池と海岸線の笠谷部地を rEf線で、結んだ

機より北東地域である。この地肢は標l市も l奇く，また地lfj {)切り立ち， ill岳地域にな

っているの第 1μ!のように地形を解析すると，この II lt/fJU!域刀陵線部に標l詰 360m 前

後刀、V·.tfJ面が去われてくる。現在かなり侵蝕されているが，この l高い、[f. tEI面は，この

地域でもっとも高い段丘か，または，準平原乃名浅りと忠われる。

なお，こ刀地域乃地質は，先第三紀!曽やおi第三紀)骨によって構成されているの

III 地質の概要

こ乃 j也Jltl(を構成する J也貨は，おもに先第三紀 νつ!リ Ic) 乱これを不整合におおう新指

時 代 f也 層 名 岩 斤』rPA子 火成活動

4、・4市中 段丘堆積物

干員 i毎 j兵堆積物 ill2・砂・礁

世 氾 i監原堆積所

第

第 3 段丘堆積物 ill2.砂・磯

四
並八

銭亀沢火山灰層 火山灰

キ己
積 ワ

第 2 段丘堆積物 火山灰. i日・砂

世

第 1 段丘堆積物 ;1 己・砂・喋

鮮新世 石英粗面岩

新 !伝皮山熔岩

第

中 七;合集}史 ZJ 層 f長塊凝灰岩

新

li 英政 E !Ii品己
iタ {II 層

;Jl 'i',' .{i '.E 1't 頁 !h~ . 砂 ~IJl.
黒岩 li 山 rJ世 III

ノ、リ ZT むを挟む 相村玄武岩

先第一
Jt 層 中iif 反 fJ l.・砂干;

年己

第 2 図地質総括支
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三紀層とそのなかに近入している火成岩類，および第四紀層とによって構成されてい

る。

先第三紀の)ゴ井!習は，粘板岩を主とする地層であって，これまでは，岩質から 8 /1:.

層とみなされてきた地層である。新第三紀層は，汐j白川層と松倉集塊岩層とにわけら

れる。汐泊川層は，中新世八雲期に対比される地層であり，松倉集I鬼岩層は，中新 [It

黒松内期に相当する地層である。また，火成岩としては，粗粒玄武岩，石英斑岩，干 i

英組面岩などがある。第四紀層には， 3F1 の段丘J.i積物と， 沖積 IH:の段丘堆積物と，

海i兵堆憤物などがあるち

大まかに地質の分布状態をみると，まえの地形の頃でのべたように，地形の|ベ分と

対応した分布状態をしめしている。

この地域の地質系統は，第 2 凶にしめしたとおりである。

IV 先第三紀層

先第三紀層としては，次にのべる ji 井層だけである白

IV.l 戸井層

この地層は， I司 III長の東部に!よく分布しているロこのほか，湯ノ川温泉北方の渇ノ沢

中流にも，新第三紀!吾の基盤として小規模な露出がある。

この地層は，おもに粘板岩から構成されているむそのほか，少量の砂岩・石灰岩・

輝緑宕質凝灰岩などがはさまれている。なお，この地域ー滑にわたり，粘板岩はし、ち

じるしくJ1一理が発達し，千枚宕~準片岩になっているロ顕微鏡下で粘阪岩を観察して

も，石英一絹雲月一緑泥訂の鉱物組合わせをしめしている巴粘板岩のJ1.理は，一般に，

N-S , 30ー........70 0 E の走|合]・傾斜をしめしている巴

この地層は，岩質から古生層と考えられてきた。この地域内では，まだ化石がた児

されていないが，最近，この泣くの義朗鉱山の石灰岩中や青森県尻屋崎の石灰岩中か

ら，中生代をしめす化石が発見された。このように，こ乃，;'1くの，いままで古生層と

されてきた地層が，化石の発見によ η て中生層と決定されてきているので，この地域

の粘板岩層も中生層である口 J能性が強くなった。

V 新第三紀層

[;(IIII困地j或の新第三紀層には， {タ j白川層と松倉集塊宕!吾とがある。汐泊川層は泥岩と

- 4



{ル;?の互!再であって， Ijl新(If:八主別に対比される地層とみられる。また，松倉集地持

層は， I{l 新(1I: f二部川県松内¥;ijr))地層である。

この地域内では，新治三紀!百円長ドドiは汐yFJ川!骨であるが， この凶111面 J)北“東海l吋

IlliJ"にはいる範閉には， iケ Yf~llli再よりド{むこ， Ijl:いクリーン・タフを l~ とする J也!母が

みられているの

V.1 ~タ ~El )11 JI脅

この地層は， }-iJ J:I\，，\'と第四紀沖詰 ttl:! 詞の分布地域以外の，ほとんど全制 γ〕地域にみ

られ， l寸 Ip討|付でもっとも!よく分布する地層である。

この地層は! i丹ー層を lEU 主不整合におおう地!司である。この地層乃1f l ド仇は喋店!苦

であって，その L， :rーには， この地層))主体となる!手い 1) 己右・砂引の互!曽がつづくりさ

らに HiE 部;には，成 f自民芋?をはさみ，全!脅!手 500m 以上の地層である。 yr r: fi ・砂岩互

層部には，民 1-'-1色の凝灰岩や緑色 l乃凝灰岩， i疑!κ 角時右などをはさんでいる。また，

斑璃民自は流紋芦質})ブ J ラス流であって，なかに真珠岩をふくんでいる。

この地層 rt lには ， m粒ぷ式 Z; ゃ， Ig 円安 lilt} などが近入し，地層が擾乱されているの

で，地層乃詳しい!吾!享や，細かい構造をつかむことが難かしし、

V.2 j公倉集塊岩胃

上[坊ノ川|部落付近から北 If9方にむかぺて，分布している。

この地層は，汐泊川!首と整合的に接しており，その分布状態は， N60ー W- }j 向の向

斜構 j告の軸部にそぺて帯状にのびている。

との地層は，おもに集塊凝灰右からなりた η ており 9 そのなかに，少量の安山官熔

右をはさんでいるの集塊 i疑阪店は，学大から人頭、大の大きさの安山 ZJ 角喋と，その聞

を即.める凝灰むとからできている。なお，大部分の安I! lh' 礁は， しそ輝行許通輝イ i安

Illfl' であるが，なかには，角閃ィ iをふくむ安山岩もみられる。

VI 火成岩類

火成岩としては，粗 r-~~~< 武 17 ，!主計約 Ilt~- ，{ i英斑目， ~tiil 主 1\1 熔計，石英粗面岩な

どがある。こ l乃大部分は，新泊三紀に i:1i到した火成むーである口組粒止、五七円， ，If，~岩安山

yf ，イ i英IX干 7f は新司~-~--:紀 Ijl 新 ttl ・に， nIt I支 1'1 情f，.はず I第三紀鮮 Wr (fl:に活動したもと fE

われるの {i 英相 i面白乃{吊動 II!J 期も， こみ俗引が i1r 1r三百:fこt]J られていることから，第

三紀仁または治問紀初頭と推定される。

-5-



このほか，各地に安山吉の小岩脈がみられる。

VI.1 組粒玄武岩

汐泊川)脅中には， じつに多量の粗粒玄武岩が送入している。なかでも，先第三紀の

戸井層の分布地域の東川と丙側を縁どるような位置に，もっとも多し、

粗粒止;武fjの:主人形態は，官rV長・右床といろいろであるのなかには，'h.qJ長で注入し，

途中から岩床に移り変わっている所もみられる。また，こ l乃岩体には，特徴的に位状

節理が琵達している。そのうえ，柱状節理に直角に，流J里構造(一般に，流理構造に

平行に細かし、fJi状の節理がたj主する)がみとめられるの

岩質は，斜長石と普通輝行がオフィティック構造をしめす l乃が普通である。なかに

は，球か構造が発達している部分もある。

VI.2 黒岩安 III岩
L 内っ

この安山岩は，戸井村弁才町付近，栄ft部落付近，銭亀沢村志海斉部落の周辺など，

ぬるい

海岸線にそって，大きな岩体がてんてんと分布している。こ乃ほか，汐泊川の支流 i品

川の上流にも小岩脈がみられる。

この安山岩の注入形態としては，弁才町や志海7ヰ部落 f、l;!Iなどの大有体は，岩床で

あるが，小岩体は一般に有脈であるのこの』熔岩中には， fUkの節理や板状の節理など，

いろいろな節理がみられるが，それぞれの地域ごとに，規則正しい節理が発達する乃

が普通であるのなかには，粗粒玄武右の産状に類似したところもみられるの

岩買は，一般に濃緑色~黒色，ち密で、新鮮で、ある。しかし部分的には緑泥石化作

用.ft.化作用・炭賊塩化作用などの変質作用をうけて，フロピライトと煩似した計十u

に変っているのこ乃安111 1fTの斑品は，科長干 i と普通輝石であるゥ行棋の構造は，成胆]

基流品質構造~珪長構造といろいろであるのなかには，次に乃ベる石英斑岩の石本と

煩似した，石N~の構造をしめす部分もある。

VI.3 石英斑岩

i品川の}二流，銭亀沢村小安部溶北方， Iなl館 iii 禍ノ木 15 北;j などに分布している。

J品川上流の 1j 英斑店休は，氏盤状の!宅状をしめしているが，他の 2 ヵ T'i Tは南北 hi ムj

にのびる円脈である。

この岩石は，やや結色 l宋を市 7F ，がじように昭硬な円買であって，斑品として lmm

，.....， 2mm 大のイ i英・科長行・掠泥石化した有色鉱物をふくんでいる。有色鉱物は，そ

乃レリヅクから，輝イ i と角川町 iであったことが確められるのまた，部分的に多量の員
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鉄拡を，なかば初生(I~な産状でふくんでいる D

VI.4 雁皮 III 熔岩

1><]111日の北 l碍部に，交山山熔 Yiが分布してし、る。ニグ)熔 Yiは， !;;:jijJ!ti)) ，lt; こある I{仕 11<: 111

を ill心に広がっている俗む())一点目で、ある凸

この支III有は日色でやや班j寓目な， しそ附イ iN;岳 tl~ {i交山口である。また，似状

節聞が琵j主している。

この熔目の一部は， MUii &J];I);))lL成i こ|埼係する J11化fOil のために， (1 色化し，峰山

山状になっている。

VI.5 石英粗l白i 岩

l剖 £1目 iiiの }~i~l主I (トラピスト)から)也 l iDjiJI;/長;こかけて分布してし、るつニ J) -ti;"{';fj:,

下位のi也)国をほとんど!j(主Ii.におおい， Ezri :l iHH 物におおわ il てし、る。

行英粗 Wi f:{が下位乃地!悼と J庄内虫する{、 J' ，;Jiでは，寸~ t見 [I ，I J な ii~j 引が完 i主し，俗キ iii 疑 1火山­

jた7)円相をしめしている白!二郎は，十l:状7)i:i i'j jfjl が充 j主し， !;;/ii 史，ち出で， 4mm 大刀

イ i英をふくむネパ夕、、店状のイ i英粗面岩になっているつこの IJ'J t;'の l現係は iqVi 移である。

VII 2{ 5 四紀!丙

|司 III話|斗の第四紀!同としては， iJj~ 民世に属する 3 )支ノ))交 ilAifm ちと銭色川火 II ilj(J2'L

;Ip 院 lif: に屈 1する段丘 Jil 伯物. .fM.il1Jill の m;~ti原JiUli物・獅以Jii:f'H杓などがある。このよ

うに分市したが，次にのべるように，抗 2 段丘Jit杭杓と銭亀山火山l火同との関係は，

なお検 Ii'!する必要がある。

また，この地域からは，縄文 111， Jmから土1:ljj w.~までの持陪の土;告が庄出しており，Jl

t'~も数カ「好に発見されている。

VII.l 指 1 t:走行: titf1ft~勺

jy丸山S 200ml ]i i 後刀、 Ii. ]fl. 1 白 i を形 !Jえしている↓立 liJ 1ii flりち J で、あるつ

このほ日:は，かなり f~!J 剥 frffi が進んでおり，期的拘は l析 J\'\YJ に浅されているにすぎ

ないコ Jil~ 積物は，おもに粗 til ー玄武 ff~;' ーや r~i t!i't} などノ )iJ~~ で惜 u立される時!同である。

VII.2 事 2 J交正堆杭物

t~l~ J: ミ 60m から 120 m まで， i毎iじから山にむかつて，なだらかに (IJ- iJ度を附している、ド

J1 IIAl を構成する堆積物であるつこの平 tH ， 1函 Lは，民州 j也として利用されている口
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Jinft物は 40m U、 Lの斥

さがあり，広氏;11;は不明で

あるが， 主体をしめるのは

軒イ i を多量にふくむ-1<.1 [I民

同・山肘・火山灰'tlii'VI員・

イ沙肝・ 1i柴)件の If.)再である。

このなかには fl.) 肘がた注

しれ相の変化がはげしし、

第 31~1はこの恥積物乃イ71J

であるの耳nw物全般がこの

ょうであって，とくにr~ 日:

礁屑といえるような部分は

見当たらない。

VII.3 銭亀沢火 III 灰層

函館市根崎町から，銭亀沢

村小安部落までの海j主主虫にそ

って分布してし、る。

火山長告 fj; R

。­C
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二士会宅三三多~~1TY~

第 3 図第 2 段 Ji)佐積物

この地層は，軒イ iを多量にふくみ， J1< I'l色で均質な火山灰層で， I手さ 20m 以上であ

る。また， このj也同は，次にしつべる指 3 f'J:G: 恥積物に不整台におおわれている。

tY~ 2 段目 )if~ 杭物としたなか[こも， 1 m.-.2m の厚さの，この火山灰層と類似した!曽を

はさんでいる。しかし，その厚さが N反:t rt[j ~こ異なり，簡単に結びつけられるとは忠われ

ないので，別々にとり J尽か η た。この|雨 J告の関係を観察できる所は見つからなか r，た

が，今後， ;'f~ 2 口口:♂〕性怖を明らかにするとともに，両者一の関係についても，吟味す

る必要があるわこの!手い火 Iliff くは下北、 1\1 みの恐~ II から飛ばされてきたものと考えられ

ている町

VII.4 ~} 3f交正培;民物

開 I~'，~ 20m--ｷ40m までの平間而を構成する段丘ヰ Hi{ 物であるのこの平坦面は，畏 ~}I

地として利)jjされてきたが，長，;'1.急速に{七七 J也に変りつつある。

この耳 I~ 積物は，泊 51 司のように，主主底部の{柴)曽とその I-.f 立の砂 . ii日互層部とから構

成されているわ

-8-



VII.5 沖積段百:Jtth~l物

第 4 図第 3 段丘~t積物

l担iflliili川市街地になっている標高

10mriii 後の、ド m而を形成する堆積

物である。

この堆積物は，砂と 11己から構成さ

れているの

この段 1iJ: から，制之早期♂〕士器

が定見されているので，この段丘は，

少なくとも 6 ， 000 {Ft) 、 iiii に形成され

たものであるむ

VII.6 砂丘

函館市の偽ノ川町ーから日ノ Hj 町ま

での海咋には，海岸線に;平行に砂丘

が形成されている n この砂日ー中に

は，砂 tJ2 がふくまれているり

ぷik によれば，現在人工的に崩さ

れたが，かつて日ノ出町付近に延長

3 ， 300m ，幅 500m ，高さ 36m のか

なり大きな砂丘があったようである。

1m
-------百少万

州、 u 姥色火山民慎砂月

VIII 地質構造

i又jill両地域の地質構造を決定している王要な構造要主は， }ゴ井二!骨分布地域のドーム構

造，松倉集塊岩!吾川分布様式にみられる摺曲構造，および粗粒玄武岩の道入方向に代

よーされる 22 理系刀三つにわけることができる。

ドーム構造

}i 井層をとりをいて，そ)))司りに汐泊川!曽が分布している c rci :j:f二)脅 ))1号端は N200E

万 I('J 乃断層で切られているが，他n3 方向はすべて不整合で按している巴そのうえ，

汐泊川層力傾~，、;は，それぞれ f i片:層乃分布地域から外側 J こむかつて傾いている C この

トームは，分布形態からだけみれば， N200W 方向に長軸をもっHt底明刀ドームとみ

られる。しかし，詳し4 、ことは，なわ険討する必要がある。
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槽曲構造

l司幅の西部地域で，松倉集塊岩層が N600W 方 [tt]の軸をもっ向科構造にそって分布

してし、る。

図幅内で摺曲構造がわかるのは，ここだけであって，他乃地域では.火成岩の近入

や，裂纏の発達などのため，地層が擾乱されているのでわからない。

裂緯系

図幅地域には，種々の方向の裂纏が発達している。そ l乃なかで，同一傾向の裂曜が，

広範囲にわたって発達するものについてのべるの

この地域でもっとも目立つのは， N 1O°，.....，.，200 E 方向の裂噂であって，ほとんど全域

でみとめられる。とくに，汐泊川にそっては，この傾向の裂曜がひじように強く定達し

それにそって組粒玄武岩が注入している。この粗粒玄武岩が近入している地帯は， I斗

幅のさらに北部にまでのび，亀田半島を胴切りにしているロなお，あとにのべる制・

鉛・亜鉛鉱床をIff胎する裂躍もこれと同方向である o

このほか，この地域内では目立たないが，亀出半島内の他の地域では，半島の l乃ぴ

に平行な N700W の裂繕が発達している。この地域でも，海岸線にそって黒岩安山岩

が分布することなどは，裂纏の存在をしめすものと思われるが，はっきりしなし、

以上，地質構造を簡単にのべたりこの 3 要素の相互の関係，形成~rjj:期の問題につい

ては，この図1幅内の資料からだけではわかならい。今後，周囲の地域の凶幅調査が進

むにつれて，詳しい地質構造も明らかにされると思われる。そのほか，戸井!脅の粘板

岩が準)十岩化していることは，先第三紀に強い構造運動があったことをしめすも l乃で

あり，この点も，今後の検討が必要である。

IX 応用地質

閃i隔地域には，現在休山中であるが，銭亀沢鉱III ・行崎製:llj ・釜栄鉱山・釜行鉱山

と，銅・鉛・亜鉛の 4 鉱山があるのまた，有名な湯川III品泉があり，そのほかにも砂

鉄鉱床，各種の石材と，この地域は地下資源の豊富なところである。

IX.1 銅・鉛・亜鉛・硫化鉄鉱床

まえにあげた 4 鉱山が，海岸にそって並んでいる。この大半は第 2 次世界大戦中に

稼行された鉱山であるが，釜栄鉱山だけは昭和 37 年まで細々と稼行がつづけられてき

た。このうち石崎鉱山以外の鉱山は，鉱床の規模が小さく，鉱脈中の富鉱部を家内工
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業 (II)にJ示 tl:tiすることでせしト仰;であるのイ[崎鉱IIIだけは鉱床の規棋がかなり大きし、。

また，駐在硫化以を巨にしているが， f品;で主[lil ・ :f[} ・亜鉛にとむことが子恕される。

このイ i崎鉱111 1)ド m; J) /UJ題が，こ))地.h'~)) 主["1 ・ Jil ・ I耳i鉛鉱床の|出発にとぺて，段大の

niH起であるゥ

このj也jjl~ ノ) ;J;11i]・お} .lIE鉛鉱床は，持断叶にそって肝!抗する，新抗三紀の鉱脈型♂)鉱

床であるのまた，特徴として，品:針、&JLがひじように多く，品:制 ~l; ・万鉛鉱・ t~司亜鉛鉱

のほかに，四i面i安 }16] 鉱や四面五It銅鉱が I'rわれるので，鉱脈It lの富鉱部では比較的銅品

{v:が riミし、。

銭亀沢鉱山

この鉱山は， i';r;2 次世界大戦 1] -1に帝 I~ヨ鉱業間売株式会社によってほ侃され，当時は

~

/
/
ーーーーー-〆戸i

第 5 図銭亀れ鉱山鉱床 lズ!
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選鉱場まで設立されていた。終戦の昭和 21 年に I~Ll鎖され， IJ日和 26 イ十ーには 1]附鉱III株

式会社に引き継がれたが，昭和 29 年に H 鉄鉱業株式会社に所有が移った。日鉄鉱業株

式会社になってから， -Il~j:採鉱が行なわれたの

鉱床は，汐泊川層中に発注する N 10ー.--20ーE}j[tilJ) 持断吊;にそって刷、Il T' する;fjLl JI 長で

ある。鉱脈は，第 5 凶のように数本発注しているが，そのなかて本舗がもっとも大き

く，小滝錘がそれに次いでいるつ本樋は延長 625 m， fi;:lj は一 140m まで係 11:r:されて

し、る。

鉱脈は，黄鉄鉱一閃亜鉛鉱一万鉛鉱 黄銅鉱一石英 IJI 長である。このほか，四面安知 l

鉱を多産ーする。本樋は平均 IJI 長 IIJ 民 40cm ていど， I\Mf z:.は Cu 1 りである。富鉱部では IJI 長

幅 1m 以上， Cu2;?~ 以上で、あるつまた， 部分的に四面安釦]鉱が {tl 集する部分では，

Cu10;?;; 以上に達している。

本鑓は， 625m 続きそ乃 Irli}端で-消滅しているが，Tf外調査の結札露頭徴候は 2km

におよんでいることがわかったりそして，その延長位置に版行して配列する次の鉱脈

がある見とうしが立てられたっ小 i屯錨も 250m ていど掘られているが，本錘と同じこ

とがし、える。

本樋は下部一 140m ， 小滝樋で -100m まで開坑されているが， まだ干部に鉱脈は

つづいている。この銭亀沢鉱 III 乃拡脈は，地支から下部まで， I日'1 (立の変化はほとんど

みられないゥ

石崎鉱山

この鉱山は，第 2 次大戦中，協和鉱業株式会社があとにのべる 5 ;j IJ民 LJ、外の員l;ljI氏を，

銅・鉛を対象にして稼行したっ戦後，昭和 24 年から，石崎鉱山株式会社が硫化幻、を対

象として 5 号脈を採掘したの昭和 28 年には，国内 J)硫化鉄の供給過剰のために， tTd日

を中止した。現在，鉱!メ;は十 l 本鉱業株式会社の所有になっている口

鉱床は，先第三紀の Pjt:j曽 '1 1に発注する勇断借にそって肝 IJfTする拡脈で，数イ U)鉱

脈から成り立っているつ鉱脈には， N 100E ・ 500NW J)走向・傾斜をしめす 5 号脈と，

N40o ........80o E ・ 600 ........800 SE J)定向・傾斜をしめす 1~3 ~j. ， 6........9~iJ) ， 方向が異なる

2 傾向の鉱脈がある。この両者は，鉱脈の走向・傾斜が異なるばかりでなく，その II"

の鉱種まで異なっている。 5 号脈は，黄鉄鉱を主にしそのほか，ごく微量の黄銅鉱・

関亜鉛鉱をふくんでいるっこれに反し，その他の鉱脈は黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・

貰鉄鉱をふくむ石英脈である勺さらに鉱脈の大きさも異なっている。 5 号脈は，延長

- 12 ー
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600m までわt泣で、確認されており，その平均脈III国は 2.5m であるのまた，野外ではk店

頭延長が 3km にわたぺて追跡されるの これに対して，その他の鉱脈は延長がせいせ.

い 200m，脈i\i4\ も干均 15cm ていどの小さなものである門

この鉱IIIの鉱脈のなかで， 5 り ~I長が主!と!ょの主体であり，その他の鉱脈は， 5 iJlj/長に

たいしてim!I:.脈の関係にあり， (弥附r;rn;は三どおjll!:断層ミの性院をもつもの)と考えら

れるゥまた，この Ilf，j者の関係は，木休の 55}11/i(l'!休のなかでも行なわれ， 5;}fj眠は下

部にj;r，~・鉛・亜鉛を併すであろうと J住宅されるの事実， 5 りー脈の Om 坑とー7m 坑を

比較すると， -7m 坑で釘4や亜鉛が哨1m しているの

石崎鉱山にとって， 55}ljli(が下部で銅・鉛. j亜鉛がJHすかどうかということが，最

大の問題である。もし，予測どおり増加すれば，かなり大規:f}{な銅・ ;Wi ・亜鉛の鉱床

になる可能性が大きいp

釜野鉱山

第 8 図 名栄鉱 ill 鉱山図(斎藤日ιによる)
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この鉱山は，海辺与治によって，昭和 11 年に見知iが初められ，途中何度か休~U した

が，日日和 37 年までいちおう版業がつづけられてきたr 昭和 35 年には，粗鉱制品位 10

0:; で， H 約 15 トンが Iii鉱されていたり

鉱床は，下i井層 r!lに発注する N400----600E 方向 J)勇断併にそってれfJfJする黄鉄鉱一

r;，可亜鉛鉱-;j鉛鉱一石英脈であるの鉱脈は第 81寸のように，はほ平行な 5 本がを見さ

れているが，稼行の It 1心になったのは l 号 IJ医であるゥ 1 号脈は延長約 300m，最大脈

III日 204m，平均脈III百 10 数 em である。

鉱脈は一般に黄鉄鉱を主体にしているが，富~l;司;では黄~1"1~1:が L 、ちじるしく模集し

ているの

キキ

斎藤昌之は，当鉱III 乃企業診断を行なった|原， 1~j 脈の下部乃変化l乃様 fの解析を

基にしこの鉱床刀現状は鉱床本体内 i二部徴候であり，鉱脈が馬ノ尾状にばらけた位

置をみていると考えた。また，本体は二番坑0)市 v可下部にあり，本体には亜鉛の優勢

な鉱脈が存在するであろうとみている。

***釜谷鉱山

三在栄鉱山の lkm 南方に{之置しており，詳細は不明であるが，昭和 11 年から昭和 30

年まで断続的に稼行されていたようである。うち，記録がある範囲では，昭和 11 年と

18 年には銅鉱を対象に係掘し，昭和 28 年と 30 年には硫化鉄を対象に稼付している。

鉱床は，鉱脈の形態や脈質 l土釜栄鉱山とまったく同慌であり，釜栄鉱山鉱脈群にた

いして，唯行配列 7) 関係にあると思われる白

鉱脈は， 1 号----3 号の平行な 3 本が確!認されているが，このうちこ主体になるものは 1

な脈である。脈の7l向は，釜栄鉱 rll と同じく， N60°----80む E である。また，鉱石も員

鉄鉱を主とし，なかにWJr亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱を伴う石英脈である。鉱床の規模と

しては， 1 号脈で， f均~IRIII両 7em というていどである。

この鉱床は，鉱床 J)規模からいって，今後問題になるとは考えられない。

IX.2 砂鉄鉱床

函館市の渇ノ JI\ fH rから H ノ r !Jj町にかけて，海岸線からやく 50m 奥にー速の砂丘が

定達しているのこ 0)砂 II-I! t(こ pr);目、がふくまれているのこのほか.銭亀沢村，Li海苔部落

*函館市

林道立地ド資源調査所鉱床地質部長

材木 沢俊明の調査資料による。
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温泉分析表*

K+ 203>>.g34l A12 ト 1n 】.g79l

Na-;- 2650.6 CI- 3,902.2

NH: 1.04
SOi 952.3

Ca2-;- 217.2

九19 2ム 194.4 HPOi 0.3

Fe2+ 0.41 HC03 871.2

Mn2十 0.23 total 5 ,726.0

にも小規模な鉱床があるの

この砂鉄鉱床のうち，湯ノ川町地区の拡床にたいしては，昭和 26 年から 3H~下頃ま

で，また H ノ ~B地区の鉱床には昭和 28 年から，それぞれ道府鉱:業株式会社が開業し

た。日ノ出町地域は，昭和 33 年頃に鉱lベが H 本鋼管鉱業株式会社に移った。

湯ノ川町の鉱床は，海岸にそって延長 150m，幅 130m の範囲にあり，日ノ IBlllJ で

は延長 480m，幅 280m の砂丘にふくまれていた。また，昭和 31 年までの Iii鉱量は，

品-ノ川町地区で 13 ， 188 トン，日ノ IU町地区で 31 ， 757 トンであったのこ乃 2 地区の鉱床は，

祖鉱鉄l日I位 10 0'; と低品位であったが， I老砂を利用する道があったので採覧がとれてき

たの現在までに，ほとんど掘りつくされ，今後の期待は持たれない。

志海苔部落の鋭、!本は，うえにのベた鉱床と異なり，いわゆる山砂鉄とよばれるもの

であるのこの鉱床は，志海苔部落の北東 lkm 乃地点で， 第 3 段丘堆積物のなかの {i少

j吾にふくまれている。この鉱床については，詳しいことがまだわかっていないが，だ

いたい Fe 10.16~0';: ，......， 14.62 ，0';: の品位で，鉱量 5 ， 000 トンと概算されている。しかし，鉱

床のうえに，厚く砂層・粘土層がおおっていることと，低訂 '1(立で、あることのため， ア

乃鉱床の開発は，今後とも無理と思われる。

IX.3 温泉

l司幅|什には，有名な湯ノ川温泉があり，さらに，その北に湯ノ沢温泉がある。

湯ノ 111 温泉

i場ノ川温泉は，函館駅の Skm 東方にあり，

駅前から電 ItL ・パスが通じている。

湯川 Illliit 泉は，以前松倉川の西岸が湯ノ III 温

泉，東岸が恨 1崎i且泉とわけで呼ばれていたの湯

ノ )1\ 温泉は明治 18 年に充見され，根崎 ihlt 泉は明

治 35 年に発見された 015 初は湯ノJl li品泉が栄

え，大lE 8 守ーには旅館数が 18 軒にもなっていた

が，品開のため泉量が減り，恨崎温泉からお湯

の配給をうけるようになった。

温泉の湧 IB 地点は，第 9[ 寸 l乃ょうであるがここでは，角、(色透明な tli 坊と，赤 l宋を市:

ぴ$J( 成分にとむ赤湯の 2 種の )jU~ がある。温泉は泌さ 28 m~ 1l 5 m ))問でえられて

ネ 北海道立衛生研究所分析
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りu品は，(]

ゆが 65°C 前徒である刀にくらべ，赤iL;は 55°C 以トであるの

こ乃 iM;J~は ， W~;U)iタ J白川 1'，"}lt 'に以 iii;!があることは~1jj らかである co ;J~ ilJ;!地分布状

態は， NE-SW刀打 Itljt こ])がているのまた， f-L;'l})Jt.sJii ~I! 1 にも， NE-SW 方向を

しめす i将r} \"iがた i主している。そのうえ，尚ノ Jllilllt 恥から SW }j 向に})ばしてい，-，た位

不

置に， i易/ Jll lIl] Uj~ と Illj 民 J) 泉氏をもっ行 j也頭 nit ~~がある。これらのてんからみると，

平函館凶幅内
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J~l));{地は，汐泊川 J\¥i中にた注する NE-SW)jl(リの破砕'JR にあるものと忠、われるの

なお，ここでは， tlnUjz 刀両IJJ本tro として，液体無水伏酸とトライ・アイスを製j告して

いるの

湯ノ沢温泉

湯ノ川 tlilt ~jz J)北方 3 kmJ) 位置， {易ノれの II'流に湧成しているの

こ lノ)?品取は， 1ソ、前には 36°C あ~)たといわれているが，現在では 30.8°C になぺて

おり，毎分 29.5 i が湧 11-\している。

IX.4 石付

この地域には，現在すでに各地で採石されているが， fi付として利用できる T汀 iが

多量に分布している。

粗粒玄武干f，虫干j安山 77，イ i英HI干;-などが，がじように硬く，そのうえち密で 7~f1i

用に適している。なかでも，粗粒玄武自は 50cm 大の節理によってかこまれており，

割栗石を容易にとることができるゥ

また ， iタ泊川層 ~11にはさまれている域璃質むには，真珠店がふくまれている。こ l乃

斑璃質店は，真珠官とそJ) IID を珂める斑璃質物から成り立っているが，真珠 EJは全体

J)1/3 以下であるのこのなかから真珠右だけをとり ~H すことは，民 tlu1 1:無理で‘ある。

IX.5 その他の地下資限

以 k乃べたほかに，こ乃地域には，粘土鉱床，千 ilk 石鉱床などの地下質 i原がみられ

る。 また，志海苔部活乃 lkm 北方に重品イ iの鉱散があるといわれているが，今同は

凋査を行なわなかった。そ乃ほか，銭亀沢村本村付近 J) 海 Vt~ に硫黄鉱床のごく微 ~J~} な

拡散がみられるが，問題になるようなも乃ではない。

粘土鉱床

附和の初期に，函館!本:心粘土で、陶器をり E ぎた湯ノ川開きーとして売り出した。こ J)

粘土は，函館市鱒川付近から採取したといわれて l、る。この対象になった粘土は，汐

山川居中にはさまれる斑硝質 fi が風化 L fr1i 十.化したものであって，そのなかには，来

風化のイ i英を多量にふくまれており，粘土鉱床といえるほどのも刀ではない。

また ， I永i館l1J亀尾市;落ノ )r宥方にも，粘土鉱床がみられるっこ刀付近は，広範聞に粘

土化が行なわれており，粘土鉱物はハロイサイトを主にしているロ付近は露出が ，?i\ く，

J由貿の状態はよくわからないが，開聞から判断すると， lタ i白川層中に N-S )fI句の到

附i帯が発注し，男同 i吊;にそう鉱化作用 J) 影響のために， f'} fi 乃粘土化が行なわれたも

-18-



のとみられる。このfi，今後調査を行ない，実態を明らかにする必要があるo

石灰石鉱床

銭亀沢村正i崎一品;落のi毎年と， L;j;j館 rll?易ノ沢中流に石灰岩の露頭がみられるo 鉱床は

ともに) i井層中にふくんでいる行灰岩である巴石灰岩の大きさは，両者とも，延長が

せいぜい 50m， I亨さが 5 m--lQm の小さなものであって，係掘乃価値はない。
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Resume

TheareaofthissheetmapcoversapartoftheKameda

peninsulaontheTsugaruStraits.

Theareaisclassifiedtopographicallyintothree areas , i.e.

theareabelow10meters'height, thatfrom10to200metersand

thatabove300meters'height. Theareabelow10meters'height

is flat , andiscomposedoftheAlluvialformations. Thearea

between10and200meters' heightisrather rugged , andthree

stepsofterracesaredevelopedthere.Theareaabove300meters'

heightshowsasteeplandform , wherepre-Quaternaryformations

aredeveloped.

Geology

Thepre-Tertiary, theNeogeneandtheQuaternaryformations

aswellastheigneousrocksoftheNeogeneagearethemain

constituentsofthismaparea.

1.Pre-TertiarySystem

ThebasementofthisareaisrepresentedbytheToiformation
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Oぱf thepr陀e

mostoftheslateischanged i凶ntωo phyllit 白e. Thoughfossilshave

not been discoveredinthisformationasyet , itbelongs most

probablytotheMesozoic.

2.NeogeneTertiarySystem

TheNeogenesedimentsinthisareaarerepresentedonlyby

theUpperMiocene, andaredividedintothelower, theShiodomari

andtheupper, theMatsukuraformations , whichareconformable

witheachother.Theformeriscomposedofalternationofsandｭ

stone, mudstoneandtu 百， whilethelatterconsistsoftuιbreccia

andtuff.

3.IgneousRocks

Asforigneousrocks, thereareintrusivemassesofdolerite,

andesiteandquartz-porphyryintheMioceneformationsaswellas

theGambiyamaandesitelavascoveringunconformablytheMiocene.

TheandesitelavasareconsideredtobethePlioceneigneousrock.

4.QuaternarySystem

AmongtheQuaternary deposits , theFirstTerracedeposits ,

theSecondTerracedeposits, theZenigamezawavolcanicashformaｭ

tion, theThirdTerracedepositsandtheAlluvialdepositsaredistinｭ

guished.TheZenigamezawavolcanicashformation , morethan20

metersinthickness, iscomposedprobablyofpumicefalldeposits.

ItiscoveredunconformablywiththeThirdTerracedeposits, but

itsrelationwiththoseoftheSecondTerraceisnotdiscriminated

asyet.

EconomicGeology

Inthismapareavariousundergroundresourcessuchasmetalliｷ

ferousandnon-metallicoredeposits, hotspringandbrokenstones

areknowntooccur.

1.MetallicOreDeposits

Such metalminesas Zenigamezawa, Ishizaki, Kamae and

Kamayaminesarefoundalongthecoastline.AmongthemKamae
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mine wasworkinguntilaveryrecent date , whiletherestwere

activeonlyinthosedaysoftheSecondWorld¥Varandthefollowｭ

ingseveralyears.

Inallofthesemines , theorescontainmainly copper , lead ,

zincandironsulphide. TheyareNeogeneepithermaldepositsin

veinformgerminatingintheshearzoneswithN 10ー--40ー｣strike.

Thelodesarecomposed ofquartzveinincludingpyrite, chalco町

pyrite, galenaandzincblende. Tetrahedrite, tennantiteandother

mineralsarealsoincludedinthem.

TheorebodiesofIshizakiminearelarge, butthoseofother

minesaresmall. IntheIshizakimine , pyriteisabundant, inthe

presentstate, andothermineralsarescarce. However, therecent

surveysshowanincreasinglyhighercontentofcopper, leadand

zincinthedeeperpart.

Magnetite placerdeposits arefound insand alongthe sea

shore.

2.Non-MetallicOreDeposits

Asfornon-metallicoredeposits , limestonedepositsandclay

depositsarefoundinthisarea. Thelimestoneisintercalatedin

theToi formation , butthedeposits areverysmall. Theclay

depositsarefoundinacertainshearzone, alongwhichminerals

oftheShiodomariformationarechangedintoclayminerals. The

mainconstituentoftheclaymineralsis halloysite , butthetrue

natureoftheoredepositsisnotclarifiedasyet.

3.HotSpring

Yunokawaspainthismapareawasdiscoveredin1885. Itis

abrinespring, ofwhichthetemperatureis65ー ~-70° C. Thesource

ofthespringmaybeinthefaultrunningalongthecoastline.

4.BrockenStone

SuchNeogeneigneousrocksas dolerite, andesiteandquartzｭ

porphyryarebeingquarriedforbroken-stone.
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